
 
異常乳の給与は避け、 
 

大切な子牛を下痢から守りましょう。 
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子牛への異常乳の給与は危険です。 

 

Q：初乳加温装置で殺菌したら大丈夫？ 

乳房炎原因菌の中には、毒素を産生するものがあります。 
殺菌してもこれらの毒素の他、抗生物質や血液成分が残ります。 

乳房炎乳には乳房炎原因菌が多く含まれており下痢を起こすこと
があります。また、血乳も乳汁中の血液成分が腸内細菌の過剰な
栄養源となり、腸内環境が乱れ下痢を起こすことがあります。 

初乳加温装置は60℃で30分～60分加熱することで、一般的な
病原菌（大腸菌、黄色ブドウ球菌など）を殺菌します。 

A：毒素や抗生物質は残ってしまいます。 

※異常乳：乳房炎乳や血乳等 


